
　薬の袋に「外用薬」と書いてあるのを見たことがあると思います。「外用薬」とは何でし
ょうか。答えは、のみぐすりでも注射でもないお薬のことです。例をあげると、目薬や貼
り薬、塗り薬や吸入するものなど、たくさんの種類があります。今回は、よく使われてい
る外用薬のひとつ、点眼薬（目薬）のおはなしをしましょう。
　まず、点眼薬の使いかたです。手を洗ってから、容器の先がまつ毛やまぶたに触れない
ように注意して滴下します。下まぶたを少し下に引くと入れやすくなります。小児には、
怖がらないように膝に乗せたり、目のまわりをきれいにふいてから目頭付近に点眼しまば
たきで自然に入るようにしたり、寝ている間などの方法があります。泣いている最中はや
めましょう。幼くても効果や必要性を説明すると理解できたりします。
　ところで、点眼薬を使うとき1回に何滴使いますか。
　病院で処方されたお薬は、薬袋に書いてありますね。ドラッグストアなどの町の薬局で
買う一般用医薬品は箱などに記載されています。確実に点眼できれば、片目につき1回1
滴で充分というのが一般的です。たくさん滴下しても、目に入る量には限度があるので、
目の外に流れ、鼻や喉に流れたりします。点眼後は目頭を軽く押さえると鼻や口に薬が流
れるのを防ぐことができます。手術後など傷のある場合は目を閉じるだけにします。
　二種類以上を使用する場合は、5分ほど間をあけます。効果を期待するものや、しみる
ものを最後にするなど、より有効な使用の順番がある場合もあります。指定されている順
番があったら、その順番で使いましょう。
　また、点眼薬は開封するまでは無菌です。記載されている有効期限は、開封しなかった
場合なので、開封したら日付を記載して、開封後のものは長期間とっておかないようにし
ましょう。開封後はだいたい1～ 3カ月が目安です。もっと短いものもあるので注意しま
しょう。もちろん、１回使いきりのタイプは、再使用できません。

　形状の似ている水虫の薬や、冷蔵庫の食品などと取り違えないよう
に注意しながら、記載してある保管方法で保管しましょう。また、他
の人と共有するのもよくありません。
　のみぐすりの“のみ合わせ”と同じように、他の薬との相互作用の
可能性もあります。このように形は小さくて、一回に使う量もほんの
わずかですが、奥が深いお薬です。使い方から、のみ合わせ、保管方法、
その他それぞれの薬について、詳しくはお気軽に薬剤師におたずねく
ださい。
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病院薬剤師の注射薬業務

　先日、入院患者さんに「えっー、薬剤師さんは注射薬もチェックしてくれているの？」
と驚かれました。そうです！薬剤師は、内服薬だけではなく注射薬の調剤も行っています。
　そこで今回は、病院薬剤師の業務の一つである注射薬の調剤についてご紹介したいと思
います。

　まず注射薬は以下のような特徴があり、使用にあたり細心の注意が必要です。

　①即効性で効果が確実であるが、副作用も表れやすい
　②直接体内に入るため無菌性が保たれなければならない
　③溶解性、温度、光など品質管理が厳重でなければならない
　④様々な要因によって、変色や成分の析出（配合変化）を起こす
　⑤投与経路、投与速度、投与順序が多様である
　⑥注射薬に関わる器具、器械が多様である
　⑦患者さんごとの投与量の調整が必要である

　注射薬は他の治療薬と同様に、医師からの注射処方せんをもとに薬剤師が患者さんごと
に準備します。その際、薬剤師は用法・用量、検査値、内服薬などを含めた使用する薬と
の組み合わせ、点滴の速度・投与経路（静脈注射・動脈注射・皮
下注射・筋肉内注射など）、使用する器材、光や温度による安定
性などの様々なチェックを行い、疑問があれば医師に確認します。
そして、注射薬が適切に投与されるよう医師や看護師に情報提供
します。

　多くの施設では、抗がん剤や口から食事の摂れない患者さんの
食事の代わりとなる高カロリー輸液を薬剤師が無菌状態で調製を
行っています。

　またお薬の中には、血液中におけるお薬の濃度から効き目や副
作用を予測できるものがあります。薬剤師は、これを解析して最
適な用法・用量を医師に提案します。

　このように薬剤師は安全かつ有効な治療が行われるよう確認するとともに、医師や看護
師に注射薬の適切な使い方を情報提供しています。
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